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	(2) 受入廃棄物
	廃棄物の受入量や受入基準等，環境影響の予測・評価の前提となる廃棄物の情報に関して，２期神戸沖埋立処分場での受入実績を踏まえ，その詳細を方法書以降の図書に記載する必要がある。
	(3) 環境影響評価の実施の方針
	本事業の実施想定区域に隣接する２期神戸沖埋立処分場の環境影響評価手続で得られた知見を活用し，２期及び３期神戸沖埋立処分場の複合的な影響を含め，大気環境，水環境，動物・植物・生態系等について，より精度の高い調査・予測・評価を実施する必要がある。
	２　個別的事項
	(1) 大気環境
	(2) 水環境
	(3) 動物・植物・生態系


